
UNZEN

市民講座

『自分作り』・『仲間作り』を始めませんか?

申込み受付は、平日午前9時〜午後5時までです。

皆さんのご応募お待ちしています。

【日　時】　12月21日㈭　午後7時～9時　

【対　象】　一般　　【定　員】　20人（先着順）　

【講　師】　崔　誠恩（チェソンウン）氏　国際交流員

【費　用】　なし　　【持参品】　筆記用具

【場　所】　千々石町公民館　

【申込先】　千々石町公民館　☎0957-37-2520

【申込期間】　12月1日㈮～20日㈬

　国際交流員の崔誠恩さんがおすすめする旅行スポット

を紹介します。また、それらにまつわる歴史や伝統文化

など韓国文化について学びます。

韓国文化講座

「崔さんおすすめ！わくわく韓国旅」

【日　時】　 平成30年1月9日・16日・23日・30日、

2月6日・13日・20日・27日、3月13日・

20日 （火曜日 全10回） 午後7時30分～9時

【対　象】　一般　　【定　員】　16人（先着順）

【講　師】　崔　誠恩（チェソンウン）氏　国際交流員

【費　用】　なし　　【持参品】　筆記用具

【場　所】　吾妻町ふるさと会館

【申込先】　生涯学習課吾妻駐在　☎0957-38-3108

【申込期間】　12月7日㈭～21日㈭　

　国際交流員の崔誠恩さんに初歩的な韓国語や韓国文化

について学びます。　

　※ 9月～12月まで開催中の講座と内容は同じものです

ので、受講中の場合は、参加をご遠慮ください

「韓国語教室～初級編～」
（第２弾）

【日　時】　12月25日㈪  午後7時30分～9時30分

【対　象】　一般　　【定　員】　10人（先着順）　

【講　師】　松浦 真由美 氏

  （ヨーロピアン フラワーアレンジメント協会会員）

【費　用】　1,500円（花器を含めた材料代）

【持参品】　はさみ、カッター、新聞紙　

【場　所】　瑞穂町公民館　

【申込先】　生涯学習課国見駐在　☎0957-78-1100　

　　　　　生涯学習課瑞穂駐在　☎0957-77-2125

【申込期間】　12月5日㈫～15日㈮

「フラワーアレンジメント教室」

　重箱をベースに、水引の使い方を含めてお正月用フラ

ワーアレンジメントを作ります。

雲仙市図書館からのお知らせ
◆年末年始の休館について

　12月29日㈮から1月4日㈭まで

　1月4日㈭館内整理日休館

　1月5日㈮から通常開館

　金曜のため、正午から午後8時までです。

問　雲仙市図書館　☎0957-78-3977

埋蔵文化財発掘調査業務　　生涯学習課（☎37-3113）

勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人

勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険

勤 務 場 所 雲仙市歴史資料館　国見展示館 選 考 方 法 専門・実技・面接

報 酬 月額 204,700円 選考日･場所 応募者と打合せのうえ決定・千々石庁舎（予定）

応 募 資 格
・22歳以上の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　・普通自動車運転免許を有する人　
・学芸員（考古学専攻）の資格を有する人または同等の知識を有する人　・発掘調査の経験がある人

　市では、文化財の調査・保護・活用事業のために嘱託職員を募集します。

　この募集は随時受付・採用決定を行います。申込時にはすでに募集を停止している

場合がありますので、あらかじめご承知おきください。

○応募資格における年齢は、平成29年４月1日現在とします。

○通勤距離が片道２キロメートル以上ある場合は、報酬とは別に通勤手当が支給されます。

○申込方法… 生涯学習課、人事課、または各総合支所に備え付けの「嘱託職員申込書」に

写真を貼り、必要事項を記入の上、生涯学習課または各総合支所に提出してく

ださい。  

（申込書は、市ホームページからダウンロードすることができます。）
※土・日曜、祝日を除く

12月1日㈮～1月31日㈬
午後5時15分まで

嘱託職員募集

期間内
随時受付

※教養（専門・実技）試験後引き続き面接試験を実施します。

※試験日は応募者と打合せの上決定します。

※ 試験の詳しい内容は、雲仙市歴史資料館　国見展示館（電話＆FAX 78-2334）もしくは生涯学習課（電話37-3113）までお願いします。
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平成30年度採用雲仙市職員募集（第２回）
　雲仙市職員採用試験を次のとおり行います。

職　種 採用予定数 受験資格

行政（大卒程度）

若干名

昭和61年4月2日から平成8年4月1日までに生まれた人

建築（大卒程度） 昭和61年4月2日から平成8年4月1日までに生まれた人

一般事務（高卒程度） 平成8年4月2日から平成12年4月1日までに生まれた人

一級建築士（資格免許職） 昭和51年4月2日以降に生まれた人で一級建築士の資格を有する人

※ただし、日本国籍を有しない人、地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。

※原則、採用後に雲仙市内に居住できる人

【申込受付期間】

平成29年12月4日㈪～平成30年1月4日㈭　平日のみ

午前8時30分～午後5時15分　

郵送の場合、平成30年1月4日までの消印があるものに限る

【申込書請求】

　人事課または各総合支所地域振興課で「申込書」を交付します。「申込書」を郵便で請求する場合は、封筒の表に「職員

採用試験申込書請求(希望する試験職種)」と朱書きし、120円分の切手を貼ったあて先明記の返信用封筒(Ａ4サイズ

の用紙を折らずに封入できる封筒）を必ず同封してください。

【第一次試験の日時・場所】

平成30年1月21日㈰　午前9時（入室開始）　雲仙市役所

【申込方法】　

　「申込書」に必要事項を記入し、6カ月以内に撮影した写真を貼付のうえ、人事課または各総合支所地域振興課へ提出

し、受験票を受け取ってください。また、申込みを郵送でされる人は「試験申込」と朱書きし、人事課あてに簡易書留にて

送付してください。その場合、申込書の「郵便はがき」にあて先を明記し、62円切手を必ず貼ってください。

問　人事課　☎38-3111
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第16回島原半島ユネスコ世界ジオパークセミナー開催！

日　時：12月23日（祝・土） 午前10時～10時30分 講話

 午前10時30分～正午 散策

場　所：雲仙お山の情報館　別館  ※講話後、雲仙地獄周辺を散策　　　参加費：無料

講　師：西　久幸氏（一般財団法人　自然公園財団雲仙支部）

題　目：信仰のお山・雲仙を巡る

内　容： 仏教とキリスト教の隆盛から弾圧の時代に思いをはせながら、数奇な運命を辿る雲仙地獄周辺を散
策します。

電　話：0957-65-5540　　Eメール：info@unzen-geopark.jp

　旧大野木場小学校校庭のイチョウ

　街路樹にも普通にみられるイチョウは、中国を原産とする高木です。イチョウは紅葉し、落葉するにもかかわら

ず、植物の分類上は針葉樹にあたります。また葉の葉脈が網目状ではなく、互い交わることのない平行脈であると

いう特徴を有します。このような、他の樹木にはあまり見られない特徴を有するのは、イチョウ科の植物が、今か

ら約1億5千万年前の中生代白亜紀から残存する古代樹であるためです。

　木材としての加工がしやすく、剪定にも強いイチョウは、火にも強いという特徴があります。これはイチョウの

幹や葉にたくさんの水分が蓄えられているためです。ひとたび火事が発生すると、イチョウの樹や葉の中にある水

蒸気が気化し、燃焼を防ぎます。難燃性の樹を敷地内に植えることで、建物を火事から守ってほしいという願いか

ら、イチョウは寺社仏閣や学校の校庭に植えられることが多かったようです。

　平成3年9月15日、深江町にある大野木場小学校は、火砕流とともに発生した熱風（火砕サージ）によって延

焼しました。この時、校庭にあった大きなイチョウの樹も燃えてしまいましたが、翌年再び芽吹き、地域の人の心

の支えとなりました。多くの人を勇気づけ、復興の象徴にもなったこのイチョウの樹は、毎年12月初めになると

黄色くきれいに色づき、ここがかつての学び舎だったことを私たちに教えてくれます。

 問　島原半島ジオパーク協議会　☎0957-65-5540

紅葉した旧大野木場小学校のイチョウと平成新山
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のお知らせ福祉

職業訓練生募集（障がいのある人）
　国立県営福岡障害者職業能力開発校では平成30年

度の訓練生を募集しています。

科　　名 定　員

機械ＣＡＤ科 20

プログラム設計科 20

商業デザイン科 20

ＯＡ事務科 20

建築設計科 20

流通ビジネス科 25

音声パソコンコース（視覚） 5

総合実務科（知的） 20

訓練期間　1年間（プログラム設計課のみ2年間）

応募資格　

○ 身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳を取得・取得

可能な人。

○ 精神障がいのある人で「統合失調症」「そううつ病」「て

んかん」のいずれかの診断を受け、主治医の意見書の写

しを提出できる人。

○ 総合実務科は療育手帳を取得・取得可能な人。専門機関

で知的障がいのある人と認める判定書を提出できる人。

応募期間　平成29年11月1日㈬～平成30年1月10日㈬

問　福岡障害者職業能力開発校　☎093-741-5431

障害者巡回相談のお知らせ
　障害者相談支援事業所「はあと」（市委託事業者）は、巡回相談を行っています。お気軽にご相談ください。　

期日場所：12月11日㈪　　南串山総合支所　

時間：午後1時30分～4時　（予約不要・無料）

視覚に障害のある人に生活訓練への参加ＰＲをお願いします！ 
　視覚に障害のある人を対象に、日常生活向上のための支援を行っています（参加費無料）。

雲仙市福祉事務所から愛野保健福祉センター間はマイクロバスでの無料送迎も行っています。

期日場所：12月6日㈬、13日㈬　　愛野保健福祉センター

時間：午前10時～午後2時（点字訓練）

通学支援事業について
　「通学支援事業」は、特別支援学校（小・中学部・高等部）への通学に係る保護者の負担軽減や、

児童・生徒の自立促進を目的とした事業です。児童・生徒が安心、安全に通学できるよう、通

学時にヘルパーが付き添い、障害の程度や特性に応じて必要な支援を行います。

　保護者からは、「この制度を活用してヘルパーさんに自宅から学校間の往復を付き添っていた

だいています。経済的な負担はありますが、私も働く時間が確保され、心の余裕もでき、大変

助かっています。安心安全に通学できるのが一番ありがたいです。とても良い事業に取り組ん

でいただいて感謝しています」との声をいただいています。支援をご希望の人は福祉課までお

申し込みください。

問 福祉課高齢障害班
☎36-2500

　すまいるサポートブックは、お子さんが生まれてから大人になるまで、成長を記録できるもの

です。支援が必要なお子さんに関わる人に、お子さんの特性や接し方などを知ってもらい、安

全で楽しく健やかに過ごしてもらうための支援ツールです。保育所、幼稚園、学校、通所施設な

どを利用する時に役立ち、お子さんに関わる支援者と一緒に活用できます。ぜひご活用ください。

　すまいるサポートブックは、県南保健所のホームページ（下記URL）の母子保健の項目から

ダウンロードできます。

https://www.pref.nagasaki.jp/section/sm-h-chiiki/

子ども支援部会だより

19 ● 広報うんぜん

平成29年12月



家庭ごみの収集　

各世帯に配布している「環境カレンダー」のとおりに、ごみステーションに出してください。
なお、年末年始はごみの量が多いため、収集に時間がかかります。必ず収集日の午前8時までに
ごみステーションに出してください。時間外に出されたごみは収集できません。
問　環境政策課　☎38-3111

各施設へのごみの直接持ち込み

・可燃ごみ
　年末は12月31日㈰まで
　※30・31日は正午までの受け入れ
　年始は1月4日㈭8時30分から
問　西部リレーセンター　☎0957-27-5600

・不燃ごみ
　年末は12月28日㈭まで
　年始は1月4日㈭から
問　県央不燃物再生センター　☎0957-23-3892
※島原リサイクルプラントへの持ち込みは
　できませんのでご注意ください。

し尿のくみ取り　

年末は12月28日㈭まで　※12月23日（土・祝）は臨時で受け入れ
年始は1月4日㈭から
・国見、瑞穂、吾妻、愛野地区にお住まいの人　　問　雲仙市環境センター　　　　　☎0957-78-2817
・千々石、小浜、南串山地区にお住まいの人　　問　雲仙市小浜クリーンセンター　☎0957-74-2552

ごみ・し尿に関する年末年始の業務日程について

月日 曜日 可燃ごみ 不燃ごみ し尿くみ取り

12月23日 土・祝

休 休

臨時受入
（午前8時30分～午後4時30分）

12月24日 日 休

12月25日 月

通常収集

（午前8時30分～午後4時）

通常収集

（午前8時30分～午後4時30分）

通常収集

（午前8時30分～午後4時30分）

12月26日 火

12月27日 水

12月28日 木

12月29日 金
臨時受付

（午前8時30分～午後4時）

休 休

12月30日 土
臨時受付

（午前8時30分～正午）
12月31日 日

1月1日～3日 月～水 休

1月4日 木
通常収集

（午前8時30分～午後4時）

通常収集
（午前8時30分～午後4時30分）

通常収集
（午前8時30分～午後4時30分）

3010運動の励行について
　年末年始にかけて忘新年会など、宴席の機会が多くなる季節です。その際に発生する食べ残しが、大量の食品ロ
スになることが社会問題となっています。市では食品ロスの発生を抑制すべく、宴席の始まりの30分および終わり
の10分は自席にてしっかり食事を味わおうという「3010運動」の励行を推奨しています。おいしく食事をいただ
き、食品ロスの抑制にご協力よろしくお願いします。

問　環境政策課　☎38-3111

20● 広報うんぜん

平成29年12月



市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　雲仙市では、平成31年夏頃に、雲仙農業振興地域整備計画を変更するための全体見直しを予定しています。

　全体見直しを行うためには、関係機関との協議を行う必要があり、全体見直しによる計画変更協議期間は、随時変

更協議・告示を行うことができないため、平成30年の春ごろから約1年間は、随時変更の受付ができない期間に入

る予定です。

　この期間において農業振興地域農用地区域内の農地等の計画変更をお考えの人は、下記の申請締切にあわせて、

農用地区域内に入っているかの確認を含めて、お早目のご相談をお願いします。

区分 変更の具体例 今後の申請締切予定

重
要
変
更

編入
耕作放棄地を再生するための補助事業を活用する
ため、農振農用地区域に入れたい。 1回目 平成29年12月28日

2回目 平成30年 4月27日（最終）

除外

農地等に
・家を建てたい。
・商店の店舗を建てたい。
・植林したい。
・砂利敷駐車場をつくりたい。
・建設資材を置くため、コンクリート舗装したい。

など

軽
微
な
変
更

用途
変更

農地等に
・農業機械を保管する倉庫をつくりたい。
・畜舎や堆肥舎をつくりたい。
・ 農業者が自ら生産した農産物を加工する施設を

つくりたい。

1回目 平成30年1月中旬～３月上旬
2回目 平成30年5月中旬～6月下旬（最終）

※2回目以降については、約1年間の受付停止（凍結）期間に入ります。

■事前お知らせ・雲仙農業振興地域整備計画　随時変更　受付停止について

申請から手続きに要する期間
約6か月

申請から手続きに要する期間
約2～３週間

　12月の相談日は、12月21日㈭
　ふるさと会館研修室2
　相談は、1人約50分程度
※就職先をご紹介するものではございません。

【対象】市内在住または雲仙市へＵＪＩターン希望の人
【相談の時間帯】 ① 午前10時30分～11時20分
 ② 午前11時30分～午後0時20分
 ③ 午後1時30分～2時20分
 ④ 午後2時30分～３時20分
 ⑤ 午後３時30分～4時20分
 ＊事前に電話予約してください。

 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■就職したい人を応援します
　～就職支援相談～

　平成30年度小・中学校入学予定者の就学費用に経
済的理由でお困りの保護者の皆さんに、新入学用品の
購入にかかる経費の一部の援助を行います。　

援助を受けることができる人

　平成30年度小・中学校入学予定者の保護者
　※ 平成30年度中学校入学予定者については、平成

29年度就学援助事業の認定を受けている児童の
保護者となります。

　※ 平成29年度就学援助事業の認定を受けていない
児童の保護者で援助を希望する場合は、平成29年
度就学援助事業の認定を受ける必要があります。

援助費の内容

　平成30年度小学校入学予定者……40,600円
　平成30年度中学校入学予定者……47,400円

提出書類

　「就学援助申請書」のほか申請理由に関係する書類
の写しなどが必要です。
　申請書は、教育委員会学校教育課や生涯学習課各駐
在に備え付けてあります。
　市ホームページからも申請書をダウンロードでき
ます。

支給時期

　2月下旬に指定口座に振り込む予定としております。

 問　学校教育課　☎37-3113

■ 平成29年度就学援助事業（新入学用品費）
の入学前支給について

提出期限　12月28日㈭まで

　専門の相談員による創業・起業支援相談会を開設
しています。大まかなイメージ、漠然とした夢の段階
でも構いません。お気軽にお申し込みください。

【日時】　12月26日㈫ ①午後2時～３時
 ②午後３時～4時

【場所】　吾妻町ふるさと会館　2階研修室2
【対象】　 雲仙市内での創業・起業をお考えの人、創業・

起業間もない人  
＊事前に電話予約してください。

 問・申込　商工労政課　☎38-3111

■あなたの夢を仕事にしませんか？
　創業・起業支援相談会

問　農林水産課　　☎38-3111

● 広報うんぜん
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問　市民安全課　☎38-3111

　「安い！」「便利！」「情報いっぱい！」でおなじみの
長崎県民手帳を好評発売中です！
　県民手帳には、各種統計や県内各地の行事が掲載さ
れ、日記としても便利な一冊です。
　県内観光施設等割引一覧付きとなっています。ぜ
ひ、お求めください。

【販売期間】　平成30年1月31日㈬まで
【販売場所】　政策企画課または各総合支所地域振興課
【販売価格】　1冊　600円（税込）
【表紙の色】　ライトグリーン
【大きさ】　9ｃｍ×16.5ｃｍ

 問　政策企画課　☎38-3111

■2018年版　県民手帳を販売

　ハローワーク諫早の巡回相談は毎月第2水曜日です。

【日時】　12月13日㈬ 午前10時30分～午後３時15分
【場所】　雲仙市福祉事務所（千々石庁舎内）
【対象】　ひとり親家庭のお父さん、お母さん
【内容】　職業相談、職業紹介（1人45分程度）
　　　　＊事前に電話予約してください。

 問・申込　子ども支援課子育て支援班　☎36-2500

■ハローワーク諫早巡回相談

スローガン　『　気のゆるみ　一杯だけが　命とり　』
次の３項目を重点に広報啓発活動などが実施されます。

○飲酒運転の根絶

○子供と高齢者の交通事故防止

○後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

期間中は市内各所で広報啓発活動などが実施される予定となっています。
市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

■年末の交通安全県民運動（12月13日～22日）

　長崎県新生活運動協議会で

は、「自然保護」、「暮らしの簡素

化」、「省資源・ごみの減量化」

の運動を進めていく中で、松の

木の保護と伝統文化の継承の

ために、昭和32年から「新生活

門松カード」を作製し、頒布し

ています。現在は、環境にやさ

しい再生紙を利用した門松

カードとなっています。多くの

皆さんのご利用をお願いしま

す。

【価格】　1組（2枚）50円

【購入方法】　 市消費生活センターおよび各総合支所

地域振興課で購入できます。  

また、自治会などの各種団体でまとめて

購入することもできます。  

（ただし、在庫数により即日受け渡しが

できない場合もあります）。

【販売期間】　12月21日㈭まで

 問　雲仙市消費生活センター　☎38-7830

■ 平成30年用『新生活門松カード』販売
のお知らせ

　借金、相続、不動産、成年後見人制度、その他法律に
関する相談を受付けます。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。お気軽にご
相談ください。（予約不要・電話相談も可）

【休日相談】　12月 9日㈯　午前10時～午後３時
【夜間相談】　12月13日㈬　午後6時～9時

【場所】　雲仙市役所　本庁1階相談室 

問・電話相談 雲仙市消費生活センター　☎38-7830

■『無料司法書士相談会』開催のお知らせ

　12月4日㈪から10日㈰まで「第69回人権週間」で
す。
　下記により特設人権相談所を開設しますので、家庭
内のもめごとや隣近所とのトラブルなど悩みや心配
ごとを人権擁護委員に相談してみませんか。
　相談は無料で、秘密は厳守されますのでお気軽にご
相談ください。

開設場所 実施日 相談時間

国見町文化会館

12月７日
㈭

午前10時～
午後３時

瑞穂町公民館

吾妻町ふるさと会館

愛野総合支所

千々石保健センター

小浜総合支所

南串山保健福祉センター

 問　総合窓口課　☎38-3111

■特設人権相談所開設のお知らせ

平成30年用（見本）

タテ26㎝×ヨコ11㎝

● 広報うんぜん
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　市が発注する「建設工事」、「建設コンサルタント等業務」の競争入札・見積に参加を希望する人を対象に、入札参加

資格審査申請の定期受付を行います。

　「物品調達・その他業務」については、有効期間を2年間（平成29～30年度）としているため今年度受付は行いま

せん。　

 問・申込　契約検査課　☎38-3111

申請方法
「電子申請システム」を活用した書面申請

※詳しくは、市のホームページ「入札・契約情報」をご覧ください。

受付期間 平成29年11月1日㈬～平成30年1月24日㈬　午後5時まで

有効期間 平成30年4月1日～平成31年３月31日までの1年間

■入札参加資格審査申請の定期受付について

　市では、「雲仙市中小企業振興基本条例」を制定しました。

　この条例に基づき、中小企業振興施策に関する事項を調査審議するために、中小企業振興会議の委員を募集します。

【募集人員】　1人

【応募資格】　次の全てを満たす人

　　　　　　・市内に居住する人または、通勤・通学する人

　　　　　　・市内で活動を行う個人または法人その他の団体で活動する人

　　　　　　・平日の会議に出席できる人

　　　　　　・雲仙市の職員、市議会議員でない人

【委員の役割】　年2回程度、中小企業の振興について意見を述べていただきます

【任　　期】　委嘱の日から平成32年10月23日まで

【応募方法】　 商工労政課または各総合支所地域振興課に備え付け（市ホームページからダウンロード可）の応募用

紙に記入の上、持参または商工労政課まで郵送してください。

【選考方法】　書類審査により決定

【募集期間】　12月1日㈮～28日㈭

 問　商工労政課　☎38-3111

■雲仙市中小企業振興会議委員を募集します

　市では、国や県が行う統計調査に従事していただく、登録統計調査員を募集しています。

【業務内容】　指定された世帯や事業所訪問による、調査票の配布・聞き取り・回収など

【登録要件】　市内在住の20歳以上の人で、調査で知り得た情報など秘密が保持できる人

　　　　　　（警察・選挙・税務事務の従事者は除く）

【報　　酬】　調査の内容、受持ちの件数によって異なります。

【申込方法】　 政策企画課広報統計班担当窓口または各総合支所地域振興課窓口で

　　　　　　申し込みをお願いします。

　　　　　　調査は、年に2～３回行われますが、登録後すぐに調査への従事を

　　　　　　お願いできるとは限りません。ご了承ください。詳しくは、

　　　　　　市ホームページをご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　政策企画課広報統計班　☎38-3111

■登録統計調査員募集のお知らせ　～調査員の仕事をしてみませんか～

● 広報うんぜん

平成29年12月23
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■
労
使
一
体
と
な
っ
て
計
画
的
に
年

次
有
給
休
暇
を
取
得
し
ま
し
ょ
う
！

　

県
内
の
労
働
者
の
労
働
時
間
は
、

全
国
的
に
み
て
も
長
時
間
の
水
準
に

あ
り
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
に

つ
い
て
も
５
割
を
下
回
る
状
況
で

す
。

　

土
日
・
祝
日
に
年
次
有
給
休
暇
を

組
み
合
わ
せ
て
、
プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇

を
実
施
し
ま
せ
ん
か
。

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
た
め
に
、

労
使
一
体
と
な
っ
て
計
画
的
に
年
次

有
給
休
暇
を
取
得
し
ま
し
ょ
う
。

問 

長
崎
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

 

☎
０
９
５
（
８
０
１
）
０
０
５
０

■
創
業
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
in
雲
仙
市

商
工
会

１２
月
相
談
会

日
時　

１２
月
２５
日
㈪　

午
後
１
時
３０

分
～
３
時
３０
分

場
所　

雲
仙
市
商
工
会　

国
見
支
所

問
・
申
込　

雲
仙
市
商
工
会　

国
見

支
所 

☎
０
９
５
７（
７８
）
２
０
９
５

■
平
成
３０
年
４
月
１
日
か
ら
障
害
者

の
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
に
な
り

ま
す
。

　

全
て
の
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が

２
．
０
％
か
ら
２
．
２
％
に
変
わ
り
ま

す
。
（
民
間
企
業
の
場
合
）

　

ま
た
、
対
象
と
な
る
事
業
主
の
範

囲
が
４５
．
５
人
以
上
に
広
が
り
ま
す
。

　

平
成
３３
年
４
月
ま
で
に
は
さ
ら
に

０
．
１
％
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
諫
早
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０
９
５
７（
２１
）
８
６
２
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■
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談

　

県
南
保
健
所
で
は
、
ひ
き
こ
も
り

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
地
域
拠
点

（
サ
テ
ラ
イ
ト
）
と
し
て
、
県
南
圏

域
に
お
住
ま
い
の
ご
本
人
や
そ
の
家

族
の
人
を
中
心
に
ひ
き
こ
も
り
相
談

や
家
族
の
つ
ど
い
の
開
催
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問　

県
南
保
健
所　

地
域
保
健
課　

保
健
福
祉
班
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■
国
民
年
金
か
ら
の
お
し
ら
せ

　

ご
自
身
の
年
金
は
「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
で
確
認
で
き
ま
す
！

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
ご
自
身
の
年
金

の
情
報
を
手
軽
に
確
認
で
き
ま
す
。

　

確
認
で
き
る
こ
と
①
ご
自
身
の
年

金
記
録
②
将
来
の
年
金
見
込
額
③
電

子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
閲
覧

④
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
た

各
種
通
知
書
な
ど　

※
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
版
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で

は
、
①
②
の
み
利
用
可
能　

詳
し
く

は
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
検
索

問　

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

 

☎
０
５
７
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０
５
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■
介
護
予
防
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

「
初
天
神
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
バ
ス
ツ
ア
ー
」

参
加
者
募
集

開
催
日　

１
月
２５
日
㈭

行
先　

太
宰
府
天
満
宮

対
象　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

高
齢
者
１
２
０
人

参
加
費　

２
，
８
０
０
円

申
込
期
間　

１２
月
１
日
㈮
～
２０
日
㈬

申
込
・
問

　

島
原
広
域
圏
介
護
保
険
課

 

☎
０
９
５
７（
６１
）
９
１
０
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■
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

☆
星
空
観
察
会

日
時 

毎
週
土
曜
日
、
１２
月
３１
日
㈰
の

晴
天
時　

午
後
７
時
３０
分
～
９
時

参
加
費　

無
料

☆
お
手
軽
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

日
時　

１２
月
１
日
㈮
、
３
日
㈰
、
８
日

㈮
～
１０
日
㈰
、
１５
日
㈮
～
１７
日
㈰
、

２２
日
㈮
、
２３
日
㈯
、
３０
日
㈯
、
３１
日

㈰　

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

ま
で
（
受
付
午
後
３
時
ま
で
）

参
加
費　

無
料

☆
流
れ
星
を
さ
が
そ
う
！

　
　～
ふ
た
ご
座
流
星
群
観
察
会
～

日
時　

１２
月
１４
日
㈭　

午
後
８
時
～

９
時
３０
分　

※
途
中
参
加
不
可

参
加
費　

２
０
０
円

定
員　

１５
人

締
切　

１２
月
９
日
㈯

申
込
・
問　

雲
仙
諏
訪
の
池
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
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■
『
九
州
エ
コ
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
』

〜
冬
の
節
電
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
？
〜

　

「
九
州
版
炭
素
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度

推
進
協
議
会
」
で
は
、
節
電
や
環
境

保
全
活
動
へ
の
参
加
、
省
エ
ネ
商
品

の
購
入
な
ど
を
し
た
人
に
対
し
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
使
用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト

券
を
交
付
す
る
「
九
州
エ
コ
ラ
イ
フ

ポ
イ
ン
ト
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
回
、
平
成
２９
年
１２
月
か
ら
平
成

３０
年
２
月
ま
で
の
３
か
月
間
、
家
庭

に
お
い
て
節
電
に
取
り
組
む
「
九
州

エ
コ
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
へ
の

参
加
者
の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

募
集
期
間　

１２
月
２２
日
㈭
ま
で

申
込
・
問

　

ポ
イ
ン
ト
運
営
管
理
事
務
局

 

☎
０
５
７
０（
０
８
７
）
３
３
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■
第
２７
回
島
原
半
島
コ
ー
ラ
ス
交
歓

会
　

島
原
半
島
内
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
歌
声
を
お
聞
き
く
だ
さ

い
。

日
時　

１２
月
１０
日
㈰ 

午
後
１
時
開
演

場
所　

国
見
町
文
化
会
館

入
場
料　

無
料

問　

國
房　
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０
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０（
４
３
４
０
）
６
５
０
１
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Information of Unzen

〔
広
告
〕

■
防
災
フ
ェ
ス
タ
in
島
原
半
島

〜
楽
し
く
学
ぼ
う
防
災
！
災
害
か
ら

身
を
守
る
ヒ
ン
ト
が
こ
こ
に
！
〜

　

気
象
・
地
震
・
火
山
な
ど
の
仕
組

み
や
、
災
害
か
ら
の
身
の
守
り
方
を

学
ぶ
展
示
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
九
州
北
部
豪
雨
に
つ
い

て
多
く
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
開
催
初
日
に
は
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
お
子
さ
ん

も
楽
し
め
る
気
象
や
地
震
の
実
験

コ
ー
ナ
ー
や
、
天
気
の
不
思
議
な
ど

を
気
軽
に
学
べ
る
、
気
象
予
報
士
に

よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

１２
月
３
日
㈰
～
平
成
３０
年
１

月
８
日
㈪ 

午
前
９
時
～
午
後
６
時

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　

１２
月
３
日
㈰　

午
前
１０
時
３０
分
～

場
所　

雲
仙
岳
災
害
記
念
館

■
平
成
２９
年
度
第
３
回
危
険
物
取
扱

者
試
験
実
施
の
お
知
ら
せ

試
験
実
施
日

　

平
成
３０
年
３
月
４
日
㈰

会
場　

長
崎
大
学
（
長
崎
市
）
、
長
崎

県
立
大
学
（
佐
世
保
市
）

会
場　

乙
種
（
第
４
類
）
、
丙
種

願
書
の
受
付
期
間

　（
書
面
申
請
）

　

平
成
３０
年
１
月
９
日
㈫
～
１９
日
㈮

　

（
電
子
申
請
）
平
成
３０
年
１
月
６

日
㈯
～
１６
日
㈫

問　

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
長
崎
県
支
部

 

☎
０
９
５
（
８
２
２
）
５
９
９
９

■
平
成
３０
年
度
自
治
医
科
大
学
入
学

者
募
集

　

自
治
医
科
大
学
は
、
離
島
・
へ
き

地
で
勤
務
す
る
医
師
を
養
成
す
る
目

的
で
設
立
さ
れ
た
大
学
で
す
。
入
学

料
・
授
業
料
等
は
、
入
学
者
全
員
に

貸
与
さ
れ
、
卒
業
後
に
一
定
期
間
離

島
・
へ
き
地
の
公
立
病
院
等
に
勤
務

す
れ
ば
、
そ
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
貸
与
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
の
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
人
員

　

医
学
部
医
学
科
１
１
０
人

入
学
者
募
集
要
項
の
頒
布
場
所
・
問

　

長
崎
県
医
療
人
材
対
策
室
（
長
崎

市
江
戸
町
２
－
１３
）

 

☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
４
２
１

■
寄
附
金
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　

長
崎
県
育
英
会
で
は
、
寄
附
金
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
寄
附
は
、
奨
学

資
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
奨
学
金
事
業
の
充
実
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

　

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
長
崎
県
育
英
会
へ
の
寄
附

金
に
は
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

問 

公
益
財
団
法
人 

長
崎
県
育
英
会

 

☎
０
９
５
（
８
２
４
）
７
５
０
１

■
交
通
安
全
指
導
員
募
集

　

雲
仙
市
交
通
安
全
協
会
で
は
、
地

域
に
お
い
て
児
童
・
幼
児
・
高
齢
者

等
の
歩
行
者
の
交
通
安
全
の
た
め
の

誘
導
、
合
図
、
ま
た
は
交
通
安
全
教

育
の
実
施
、
そ
の
他
交
通
安
全
の
指

導
、
広
報
活
動
に
従
事
す
る
交
通
安

全
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格

・
平
成
７
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
１２

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

・
高
等
学
校
卒
業
程
度
（
卒
業
見
込

み
者
含
む
）

・
市
内
の
勤
務
地
へ
通
勤
可
能
な
人

願
書
提
出
期
間

　

平
成
３０
年
１
月
２２
日
㈪
～
平
成
３０

年
１
月
２６
日
㈮

試
験
日　

平
成
３０
年
２
月
初
旬
ご
ろ

（
応
募
者
に
直
接
連
絡
し
ま
す
）

応
募
・
問　

雲
仙
市
交
通
安
全
協
会

　

募
集
事
務
局

 

☎
０
９
５
７（
７５
）
０
６
８
１

■
放
送
大
学　

４
月
生
募
集
の
お
知

ら
せ

　

放
送
大
学
は
、
平
成
３０
年
度
第
１

学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

１０
代
か
ら
９０
代
ま
で
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま

す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

出
願
期
間

　

（
第
１
回
）
平
成
３０
年
２
月
２８
日

　

（
第
２
回
）
平
成
３０
年
３
月
２０
日

資
料
請
求
・
問

　

放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
９
５
（
８
１
３
）
１
３
１
７

■
島
原
病
院
正
規
職
員
（
地
方
公
務

員
）
募
集

募
集
人
員　

看
護
師
（
６
人
程
度
）
、

薬
剤
師
（
若
干
名
）

受
験
資
格　

看
護
師
は
昭
和
５７
年
、

薬
剤
師
は
昭
和
４７
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
平

成
３０
年
春
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

人
。

申
込
締
切
日　

平
成
３０
年
１
月
２３
日

㈫
午
後
５
時
３０
分
必
着

試
験
日　

平
成
３０
年
１
月
２７
日
㈯

試
験
内
容

　

作
文
・
適
性
検
査
・
面
接
試
験

試
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書
の
配

布
先　

島
原
病
院
ま
た
は
同
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問　

島
原
病
院　

総
務
係

 

☎
０
９
５
７（
６３
）
１
１
４
５
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〔
広
告
〕

　智異山の麓に位置する「文
ム ン ス サ

殊寺」は、547年に建立されたお寺で、多くの有

名な僧侶が修行したことでも有名なお寺です。清
チョン ホ ダン

虚堂の西
ソ サ ン

山大
タ イ シ

師が若い頃修

行した場所でもあり、当時の故事が伝えられています。

　西山大師が、懸命に修行しているときに、貧しい老僧がともに修行したいと訪ねてきました。 初めは食べる物が

足りないからと断わったのですが、その老僧が強く願ったので、一緒に修行することとなりました。 夜も寝ずに修

行に専念していたある日の明け方、老僧が杖を前方の山に投げると、その杖が黄金の龍となり、老僧は龍の背に乗っ

て霧の中に消えていきました。その後、文殊寺は悟りを得て成仏する修行の場として知られるようになりました。

朝鮮戦争で全焼した後、1984年から復興が始まり、今日の文殊寺に至ります。

有明しまばら法律事務所
１．不動産登記／相続、贈与、売買、抵当権設定等

１．商業登記／会社設立、役員変更等

１．成年後見人申立、農地法申請手続

司法書士／行政書士

平野康麿事務所

・相続登記はお済み

ですか？

・遺言は書かなくて

大丈夫ですか？

お気軽にご相談

ください 雲仙市小浜町北野１０５５番地
ＴＥＬ　０９５７‒７４‒５５１２

E-mail:hirano_55@yahoo.co.jp

ひ ら の や す ま ろ

　雲仙市の皆さん！アンニョンハセヨ！

　2017年も残すところあとわずかになりました。そして私が雲

仙市に来てから6カ月以上経ちました。皆さん今年はどんな一年

でしたか？

　私が雲仙市に来たのは初めてでしたが、市内のあちらこちらへ

足を運びながら、いろいろ経験させてもらい、今ではすっかり

雲仙市での生活に慣れました。

　そして、姉妹都市交流事業、幼稚園や保育園、学校訪問など

を通じて雲仙市の皆さんに韓国の文化について発信したり、また韓

国での旅行博覧会に参加したり、雲仙市に来られた人たちを案内した

りなどしながら雲仙市の良いところを韓国の皆さんに伝えるための活

動もしました。

　何より、たくさんの市民の皆さんと交流ができたことが一番嬉しかっ

たことのなかの一つです。特に韓国語の講座には、たくさんの人が参

加してくださいました。10月から吾妻町ふるさと会館で行われている

初級の韓国語講座では、ハングルの基礎から一緒に勉強していくので、

初心者の人も楽しく韓国語を勉強されています。

　そして、講座を通して今まで知らなかった日本のいろいろなことを

知ることができるので、講座で皆さんと交流することは、私にとっても貴重な勉強の機会になります。

　これからも、韓国語講座や韓国の旅行情報、料理など、韓国文化についての講座をする予定ですので皆さんぜひ参

加してください！

チェさんの活動日記

�������
�

���� ��
�����

�
������

　国際理解講座での様子

を通じて雲仙市の皆さんに韓国の文化について発信したり、また韓
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人のうごき（10月末） ［住民基本台帳月報］

■人　口：44,654人　　（前月比－34人）
　　男性：21,164人　　女性：23,490人
■世帯数：17,220世帯　（前月比＋8世帯）

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

10歳未満 3,405人

10～20代
7,557人

30～40代
9,294人

50～60代
13,626人

70～80代
9,580人

90代～ 1,192人

●雲仙市の人口割合（10月末）

▼今年の4月に雲仙市役所に入庁した、津田と申します。

先月号、市長の「市民の皆さんへの約束を守る」につい

て、思うところを書きます。（リレーコラムとして、市

長に紹介いただいた『職業と人生』を読んで考えたこと

を書きたかったのですが。しっかり向き合い、バトンを

再度回してもらえた際は書かせていただけたらと思って

おります。）▼平成29年4月1日が土曜日であったため、

4月3日、例年とは違い、嘘が許されない日に、市長を

前に、新規採用職員を代表して宣誓をし、全ての市民の

皆さんへの約束をした日から8ヶ月が経とうとしていま

す。▼その間、庁内をはじめさまざまなところで、「な

れましたか」とよく声をかけてもらいます。先日は、市

長からも本庁の廊下でこの言葉をかけていただきました。

嬉しい限りなのですが、この8ヶ月間で最も聞いても

らったこの質問に、市長を前にしてはもとより、普段の

何気ない会話の中でさえ、未だに上手く「こたえ」られ

ないのが、本音です。▼私は、4月に新規職員として入

庁するまで、ゼネコンの建築設計事務所で5年間勤めて

おりました。民間企業から公共団体へ、受注者から発注

者へ、東京から雲仙市へ、と立場や環境が大きく変わっ

た中で、「慣れましたか」と問われると、良い意味で「慣

れないようにしたい」という思いで業務にあたっている

面があることが、上手く「答え」られない理由ではない

かと思います。それは、市長が言われた “一人一人の成

長が雲仙市の発展に直結しています” の成長すべき一人

として、培ってきたことを無理にならすことなく、日々

学ぶことを付加していくことで、視野はより広く、視点

はより高く、公務を民主的かつ能率的に運営するため、

自分らしく成長していきます。▼また、このコラムを書

かせていただきながら、ふと、「慣れましたか」ではなく、

「成れましたか」と問われているのではないかとも思う

ようになりました。特に市長に廊下で聞かれたのは。（お

そらく違うのでしょうが。）この「成れましたか」は、きっ

と先に述べた市民の皆さんへ約束した宣誓にある、“全

体の奉仕者として誠実かつ公正に職務を遂行する” 人に

成れたか問われているのだなと。▼私は建設部建築課に

所属し、市営住宅の修繕や改修などの営繕工事を主に担

当しています。窓口ではもちろんのこと、市営住宅を中

心に市内を奔り回っておりますので、見かけた際は、「な

れましたか」と声をかけていただけると幸いです。上手

く「答え」られなくとも、笑顔と行動で約束に「応え」

て見せますので。 
建築課　津田 晃平

「慣れる＜成れる」

若手職員のコラム

問　国民宿舎　望洋荘　☎74-3141

　冬至の日にゆず湯に入る習慣は江戸時代から。

寿命が長く病気にもなりにくいゆずの木にあやか

り、人々が無常息災を祈ったからとのこと。

　ジェット風呂、うたせ湯とあわせて望洋荘のお

風呂でリフレッシュ！皆さんのお越しをお待ちし

ております。

“季節の湯”のご紹介

今月は “ゆず湯”

＊季節湯は毎月日曜１階露天風呂で実施しています＊

期間

平成29年11月1日～平成30年2月28日

4,600円コース・3,600円コース（お一人様）

からお選びいただけます。メインは、鍋か

すき焼きを選択できます。

忘新年会

〔
広
告
〕

お詫びと訂正

広報うんぜん11月号Ｐ3に掲載された記事の中で
誤りがありましたので、訂正しお詫びします。

（誤） ＱＲコードを、スマートフォンなどで読み取ると、
その人の氏名や連絡先などが表示されます。

（正） ＱＲコードからは個人情報は一切表示されませ
ん。
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日　時 会　場 講　　師

12月6日㈬ 国見町文化会館（まほろば） 西野 雄一郎 先生（長崎病院　整形外科）

13日㈬ 吾妻町ふるさと会館 土居 満 先生（長崎大学病院　外傷センター）

20日㈬ ハマユリックスホール 江良 允 先生（重工記念長崎病院　整形外科）

【申込】スポーツ振興課またはお近くの教育委員会駐在窓口に備え付けの申込用紙にご記入のうえ、提出してください。

問　スポーツ振興課　☎37-3113　

スポーツ医科学基礎講座の開催　～スポーツ障害の予防と対策～

子ども会活動の想い出、感じることなどを「5・７・5」の川柳で詠い応募しませんか。

【対象】〔大人の部〕高校生～一般〔子どもの部〕中学生まで

【内容】・子ども会活動での想い出、感じることを「5・７・5」で表した作品。

　　　・各部門ともお一人につき5作品まで。

　　　・自作未発表のオリジナル作品で、他者の著作権を侵害しない物とします。

【表彰】〔大人の部〕〔子どもの部〕共に最優秀賞ほか各賞20作品 ※最優秀賞にはお食事券または図書カードを贈呈します。

　　　　 1月28日㈰ 午後1時30分から吾妻町ふるさと会館で開催される「長崎県子ども会指導者・育成者
研修会」（※どなたでも入場できます）で表彰を行います。

【応募方法】 お一人様5作品まで応募できます。応募は、応募者情報（住所、氏名、年齢または学校学年、
電話番号またはメールアドレス）をそえて、市内公民館、教育委員会駐在等窓口、郵送、メール、
ＦＡＸにて応募ください。

　　　　〔郵　送〕〒854-0492　雲仙市千々石町戊582　雲仙市子ども会育成連絡協議会
　　　　〔メール〕shogaigakushu@ｃity.unzen.lg.jp
　　　　〔ＦＡＸ〕0957-37-3112

【募集期間】平成30年1月10日（水）まで

【結果発表】・入賞者には郵送でお知らせします。

　　　　　・入賞作品は2月上旬に雲仙市ホームページにて掲載します。

問　生涯学習課　☎37-3113　

子ども会川柳大募集

　子どもたちにとって身近な存在であるスマホ、タブレット。便利で役に立つはずが、さまざまな健康被害、犯罪が
後を絶ちません。保護者などの大人たちがいかにして、その事態に向き合い、子どもたちと関わるかを学びます。

【日時】1月23日㈫　午後７時30分～9時(午後７時開場)

【会場】吾妻町ふるさと会館　　※当日は手話通訳を行う予定です。

「子どもたちのＳＮＳ利用と保護者・教員の向き合い方」
～「ジブンゴト」として考えるネットとのかかわり～

講師　塩田 真吾 氏 （静岡大学教育学部准教授）

ＳＮＳ関連会社と、小・中学生向け情報モラル教材『「楽しくコミュニケーション」
を考えよう！』を共同開発し、希望する学校に配布するなど活躍中。

問　生涯学習課　☎37-3113　
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